
「都美セレクション グループ展」は東京都美術館が新しい発想によるアートの作り手
を応援する展覧会です。今回は企画公募により選抜された3つのグループが実施し
ます。当館のギャラリー A、B、Cのユニークな空間を舞台に、絵画、彫刻、写真、
映像、インスタレーション、パフォーマンスなど様々なジャンルの作品を紹介します。

会 場： ギャラリー A　 星座を想像するように－過去、現在、未来
  ギャラリーB　 彼女たちは叫ぶ、ささやく－ヴァルネラブルな集合体が世界を変える
  ギャラリーC　 ヘテロトピア

開室時間：9：30－17：30（入室は閉室の30分前まで）
夜間開室：6月14日（金）、21日（金）、28日（金）は9：30－20：00（入室は閉室の30分前まで）
休室日：6月17日（月）   
主　催：東京都美術館（公益財団法人東京都歴史文化財団）、各展覧会の実施グループ

2019年6月9日（日）－6月30日（日）  ［観覧無料］

JR Ueno StationJR

Park Exit

Tokyo Metropolitan 
Art Museum

〒110-0007 東京都台東区上野公園 8-36

Tel: 03-3823-6921

https://www.tobikan . jp

交通のご案内
●JR上野駅公園口より徒歩 7分
●東京メトロ銀座線・日比谷線  上野駅 7番出口より徒歩 10分
●京成電鉄  京成上野駅より徒歩 10分
＊駐車場はございませんので、車での来場はご遠慮ください。

都美セレクション グループ展 2020の募集について

東京都美術館は毎年、新しい発想によるアートの作り手によるグループ展の企画を募集しています。
審査により選抜されたグループには、当館がギャラリー A、B、Cのいずれかを無償で提供し、空間
を活かした展覧会の開催を応援します。（注意：実施に係る費用はグループの自己負担となります。）

2020年 6月上旬－7月上旬に開催するグループ展企画を、現在募集中です。
応募締切：2019年 7月15日（月・祝）当日消印有効
詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。https://www.tobikan.jp



●   ギャラリートーク
6月9日（日）15：30－16：30　
場 所： ギャラリー A

出品作家 7名によるギャラリートーク

●   クロストーク
6月30日（日）13：30開場、14：00－16：30　
場 所： 講堂（定員225名）
前半は田中直子（本展出品作家）による『日独伊親善図画』についてのトーク。
ゲストは辻 政博氏（帝京大学 教育学部 教授）。後半は出品作家によるクロ
ストーク。当日先着順。定員になり次第、受付を終了します。

いずれも参加無料、事前申込不要。直接、実施場所にお集まり下さい。
詳細はグループのウェブサイトへ。
https://kakogenzaimirai2019.wixsite.com/kakogenzaimirai

https://www.facebook.com/kakogenzaimirai2019/
問合せ先：kakogenzaimirai2019@gmail.com

グループ名：

エゴイメ・コレクティヴ

出品作家：

一条美由紀
イトー・ターリ
碓井ゆい
岸かおる
ひらいゆう
松下誠子＊

綿引展子
カリン・ピサリコヴァ
小勝禮子（キュレーター）

グループ名：

ヘテロトピア

出品作家：

伊藤 誠
岡田和枝
白井美穂
松浦寿夫＊

吉川陽一郎

グループ名：

過去・現在・未来を考える

出品作家：

平川恒太＊ （＊はグループ代表者、以下同じ）

田中直子
中村亮一
古堅太郎
加茂 昂
瀬尾夏美
スクリプカリウ落合安奈

グループプロフィール：

土地の記憶や人々の言葉を集め制作する瀬尾夏美と加茂 昂。時間や国籍、文化
からアイデンティティとは何か探求し制作するスクリプカリウ落合安奈と中村亮一。
忘却される歴史にコンセプチャルな手法で光を当てる、平川恒太と古堅太郎。戦前
に描かれた児童画 “日独伊親善図画” を研究する田中直子。それぞれ扱うテーマは
異なりますが、社会という大きな物語の中で個人に焦点を当て表現して来たアーティ
スト達による展覧会を通した対話を目的とします。

グループプロフィール：

「エゴイメ・コレクティヴ」のエゴイメはギリシャ語で「わたしだよ。I am …」を意味
します。ひとりひとりが時代の一員であり、その集合体は社会全体を動かすことが出
来るというメッセージをこめています。現在のメンバーはドイツ、フランス、チェコ、日本
から集まったアーティスト8人とキュレーター 1人。

グループプロフィール：

5人の参加者各自の制作は相互的に異質性を備えています。一方、自然は自らに対
する異質性を内包しているがゆえに、非飽和的な性質を帯びることになります。そして、
このような自然の諸様相の原理的な考察のもとに制作の論理を構想し、新たな知覚
作用を分裂的に生成させる潜勢力を持つ作品を形成するという点に、各出品者の課
題の共有を見出すことができると思います。

協賛：

助成：公益財団法人 朝日新聞文化財団

助成：公益財団法人 野村財団

表面左：イトー・ターリ 《放射能に色がついていないからいいのかもしれない…と深い溜息…をつく》 

 2011  Photo: 河原光咲   

表面右：岸かおる《spare-part》2013  Photo: 鹿田義彦   

中面左：ひらいゆう《Entre Chien et Loup - フタアカリ》2018

中面右：松下誠子《革命前夜》2018  写真提供：レッドアンドブルーギャラリー

表面左：白井美穂（左）《From Dusk To Dawn》（右）《反転波》2018（参考作品）Photo: 本城直季
表面右：吉川陽一郎《卓中の人》（「太陽の東  月の西」双ギャラリーでのパフォーマンス） 2018 

中面左：岡田和枝 《scene8》（「Unknown Nature」アユミギャラリーでの展示風景）2014  

 Photo: 森 政俊
中面右：伊藤 誠《星座》2018（参考作品）Photo: 加藤 健

表面左：スクリプカリウ落合安奈《 Intersect》（スパイラルでの展示風景）2018  

 Photo: 川瀬一絵  写真提供：スパイラル／株式会社ワコールアートセンター   

表面右：中村亮一《a Study of Identity》（部分）2016-2019

中面左：瀬尾夏美《あたらしいまち》2017（参考作品）
中面右：田中直子《日独伊親善図画》2018

●  オープニング・アーティストトーク　　 
6月9日（日）14：00－15：30　場所：ギャラリー B 

出品作家全員（カリン・ピサリコヴァを除く）と小勝禮子（本展キュレーター）
によるトーク

●イトー・ターリ  パフォーマンスアート「37兆個が眠りに就く前に」
6月14日（金）18：15開場、18：30－19：30　場所：当館スタジオ

●  松下誠子  パフォーマンス&インタビュー
「セキュリティ・ブランケット」
6月21日（金）18：00－19：30　場所：ギャラリー B

●クロージング・トーク 「アートとジェンダーをめぐる対話」
6月29日（土）15：00－17：00　場所：ギャラリー B

出品作家と香川 檀氏（武蔵大学教授）、Quiet Dialogue展の滝 朝子氏、
川村麻純氏、良知 暁氏らによるトーク。モデレーターは小勝禮子。

いずれも参加無料、事前申込不要。直接、実施場所にお集まり下さい。座席数に限
りがありますので、予めご了承ください。6月21日は一部予約席があります。
詳細はグループのウェブサイトへ。https://egoeimaicollective.tumblr.com

問合せ先：esquinaaa3@icloud.com 

●シンポジウム-1「ヘテロトピア群島航行」
6月16日（日）13：30開場、14：00－16：30

場 所： 講堂（定員225名）
ゲスト： 伊藤俊治氏（東京藝術大学教授）、今福龍太氏（東京外国語大学教授）
司 会： 松浦寿夫（本展出品作家）

●シンポジウム-2「芸術のトポグラフィー」
6月22日（土）13：30開場、14：00－16：30

場 所： 講堂（定員225名）   

ゲスト： 白川昌生氏（美術家）、成相 肇氏（東京ステーションギャラリー学芸員）、
  林 道郎氏（上智大学教授）
司 会： 松浦寿夫

いずれも参加無料、事前申込不要。
当日13：00より講堂前で整理券を配布し、定員になり次第、受付を終了します。 

詳細はグループのウェブサイトへ。
https://heterotopia5art.wixsite.com/website

問合せ先：heterotopia5art@gmail.com

夜空の星々を繋ぎ星座を描くように、現在を生き表現する7人
のアーティストの仕事を展覧会を通して繋ぐことで未来を想像し
ようと試みます。星の光は何光年もの時を経て私たちの目に届
きます。私たちが生きる現代も長い歴史の上にあります。その
歴史や現代を繋いだ先に未来があるように。本展では、過去
の歴史や現代社会を見つめ表現する7人の作家の仕事から未
来を想像します。

この世界に生きる人間（女性）として、それぞれの存在ははかな
く、弱いかも知れません。その弱さゆえの可能性と自由さを持っ
たヴァルネラブルな存在としてこの展覧会に集合することで、決
してそれぞれの個性を消して融合するのではなく、それぞれが少
しずつ違うままで集まって、女性、マイノリティ、ジェンダーの
共通した意識を持ったアートをひとりひとりが発信し、同じ関心
を持つ人たちと対話することを目指しています。

ヘテロトピア（異在郷）という概念は、ミシェル・フーコーが作
り上げた概念です。社会的な現実の内部に、異議申立ての場
として組織されるヘテロトピアには、相互に異質な複数の空
間、複数の時間を一つの場所に並置するという特性を備えて
います。今回、与えられた展示空間を相互に異質であるがゆえ
に非飽和的な場へと変形することによって、この展示空間にヘ
テロクロニー（異なった時間）の滞留を実現させることを目指
します。




